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【研究の概要】

• 将来の電気自動車のために、プロセス・材料・モータ駆動システム・電気自動車と一貫した
融合研究を行う。

• 特に、最近のパワエレの技術進歩にともない、高周波大出力な磁性材料の視点でと高効率
小型モータ駆動システムの実現を狙う。
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図１．モータ駆動システムにおける磁性材料・半導体の融合学

 インバータ励磁による鉄損増加
• インバータ励磁により鉄損が２－６割以上増加
• 半導体特性によるマイナーループの形成
• 半導体と磁性材料の融合による磁気ヒステリシ

スモデルの完成
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小田原峻也, 藤﨑敬介, 松尾哲司、進藤裕司、電気学会リニアドライブ研究会、
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 材料特性を活かした高効率モータ
• GO分割・異方性モータにより、鉄損は半分程度

になる。
• 更に、アモルファス一体モータで鉄損は数分の

１まで低下する。
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Electrical Machines (ICEM), Berlin, Germany, pp. 2049-2055, 2014.

 ギャップ付リアクタの鉄損特性
• ギャップがあると材料特性より４倍の損失増加
• しかし、高周波になるとその影響は小さい
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グネティックス・リニアドライブ・日本磁気学会合同研究会資料、MAG-14-205,
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 電磁界・磁性体マルチスケール解析
• 局所的に発生する渦電流を、マクロもでるにお

ける等価物性値で表現することは困難。

K. Fujisaki, T. Ikeda, Materials, Special Issue "Microwave Processing of
Materials" Materials, 6(11):5367-5381, 2013

局所的な渦電流分布

ある領域を均一化させる電磁気の物性値が必要


